
二
八
平
和
の
目
的

二
原
子
力
基
本
法

側
原
子
力
基
本
法
第
二
条
は
、
「
原
子
力
の
研
応

の
と
し
、
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
我
塗

基
本
法
に
お
け
る
中
心
的
理
念
と
な
っ
て
い
る
。

「
原
子
力
の
研
究

一
「
平
和
の
目
的
」
と
い
う
用
語
は
、
原
子
力
基
本
法
及
び
宇
宙
開
発
事
業
団
法
の
各
規
定
及
び
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
に

関
す
る
国
会
決
議
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
非
軍
事
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い

る
。

②
自
衛
隊
に
よ
る
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

①
自
衛
隊
が
原
子
力
を
殺
侮
力
な
い
し
破
壊
力
と
し
て
用
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
核
兵
器
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
原
子

力
基
本
法
の
認
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
を
殺
傷
力
な
い
し
破
壊
力
と
し
て
で
な
く
、
自
衛
艦
の
推
進

力
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
、
船
舶
の
推
進
力
と
し
て
原
子
力
利
用
が
一
般
化
し
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
同
じ

②
自
衛
隊
が
、
原
子
力
を
使
う
武
装
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
原
子
力
基
本
法
に
抵
触
す
る
が
、
放
射
線
防
護
の
観
点
か

ら
の
研
究
は
、
本
条
に
違
反
し
な
い
。

③
憲
法
第
九
条
は
、
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
の
実
力
を
保
有
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
な
い
か
ら
、
核
兵
器
で
あ
っ

て
も
そ
の
よ
う
な
限
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
保
有
す
る
こ
と
は
、
憲
法
の
禁
止
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

原
子
力
基
本
法
は
、
窓
法
上
は
保
有
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
め
て
、
立
法
府
の
政
策
的
判
断
と
し
て
、

核
兵
器
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。

原
子
力
を
使
う
武
装
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
原
子
力
基
本
法
に
抵
触
す
る
が
、

く
認
め
ら
れ
な
い
。

で

、
開
発
及
び
利
用
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、
・
・
・
こ
れ
を
行
う
も

こ
れ
は
、
我
が
国
に
お
け
る
原
子
力
の
軍
事
利
用
を
禁
止
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
原
子
力
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三
宇
宙
開
発
事
業
団
法

側
核
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
（
例
え
ば
、
運
河
の
掘
削
）
に
つ
い
て
は
、
本
条
は
禁
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
政

府
は
、
核
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
と
軍
事
利
用
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
核
爆
発
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
平
和
利
用
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

⑤
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て
、
主
務
大
臣
は
、
核
燃
料
物
質
を
使
用
し

よ
う
と
す
る
者
又
は
原
子
炉
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
の
許
可
又
は
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
申
請
が
「
平
和
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
」
と
認
め
ら
れ
る
と
き
で
な
け

れ
ば
、
当
該
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
二
四
条
、
第
五
三
条
）
と
さ
れ
、
ま
た
、
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
法

に
お
い
て
は
、
「
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
は
、
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
○
年
法
律
第
一
八
六
号
）
に
基
づ
き
、

平
和
の
目
的
に
限
り
・
・
・
行
な
い
」
（
第
一
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

㈹
宇
宙
開
発
事
業
団
法
第
一
条
は
、
「
宇
宙
開
発
事
業
団
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、
人
口
衛
星
及
び
人
口
衛
星
打
上
げ

用
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
、
打
上
げ
及
び
追
跡
を
総
合
的
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
行
な
い
、
宇
宙
開
発
及
び
利
用
の
促
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
し
、
同
法
第
二
二
条
は
、
業
務
の
範
囲
と
し
て
「
事

業
団
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
な
う
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宇
宙
開
発
事
業
団

の
事
業
目
的
に
、
「
平
和
の
目
的
」
と
い
う
制
限
を
課
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
「
平
和
」
と
は
、
非
攻
撃
的
な
い
し
非
侵
略
的
と
い
う
意
味
で
は
な
く
て
、
非
軍
事
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
宇
宙
開
発
事
業
団
が
軍
事
的
利
用
を
目
的
と
し
て
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法
第
二
二
条
の
業
務
を
行
う
こ

⑧
昭
和
四
四
年
に
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法
が
成
立
し
た
際
に
、
両
議
院
に
お
い
て
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
に
関
し
附
帯
決

議
が
な
さ
れ
、
衆
議
院
の
決
議
に
お
い
て
は
、
宇
宙
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
物
体
及
び
そ
の
打
ち
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発

と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
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㈱
米
国
が
打
ち
上
げ
た
軍
用
通
信
衛
星
（
フ
リ
ー
ト
サ
ッ
ト
）
の
自
衛
隊
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
国
会
決
議
の
「
平
和
の

目
的
」
に
限
り
と
は
、
自
衛
隊
が
衛
星
を
直
接
、
殺
傷
力
、
破
壊
力
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
利
用
が
一
般
化
し
な
い
段
階
に
お
け
る
自
衛
隊
に
よ
る
衛
星
の
利
用
を
制
約
す
る
趣
旨
の
も
の
と
解
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
利
用
が
一
般
化
し
て
い
る
衛
星
及
び
そ
れ
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
衛
星
に
つ
い
て
は
、
自

衛
隊
に
よ
る
利
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
フ
リ
ー
ト
サ
ッ
ト
衛
星
は
、
米
軍
用
の
通
信
衛
星
で
は
あ

る
が
、
既
に
そ
の
利
用
が
一
般
化
し
て
い
る
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
（
国
際
通
信
衛
星
）
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
（
国
際
海
事
通

信
衛
星
）
、
Ｃ
Ｓ
ｌ
２
（
さ
く
ら
二
号
）
の
よ
う
な
衛
星
と
同
様
な
通
信
中
継
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
フ
リ
ー
ト
サ
ッ
ト
衛
星
を
自
衛
隊
が
利
用
す
る
こ
と
は
、
国
会
決
議
の
「
平
和
の
目
的
」
の
趣
旨
に
反
し
な
い
。

⑤
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
（
戦
略
防
衛
計
画
）
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
の
参
加
の
態
様
が
米
国
が
策
定
す
る
個
々
の
具

体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
定
の
局
面
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
同
計
画
に
対
す
る
こ
の
よ
う

な
形
で
の
参
加
ま
で
本
件
決
議
が
禁
じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

⑥
Ｂ
Ｍ
Ｄ
（
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
）
シ
ス
テ
ム
に
係
る
日
米
共
同
技
術
研
究
に
つ
い
て
は
、
従
来
国
会
で
示
さ
れ
て
い
る
、

「
平
和
」
を
「
非
軍
事
」
と
す
る
解
釈
の
下
に
お
い
て
は
、
専
守
防
衛
の
た
め
の
政
策
の
必
要
性
、
相
当
性
に
つ
き
国
会

の
理
解
を
求
め
、
国
会
で
の
予
算
議
決
を
通
じ
て
、
国
会
決
議
と
の
調
整
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
に
係
る
日
米
共
同
技
術
研
究
に
関
す
る
官
房
長
官
談
話
」
（
平
成
一
○
年

及
び
利
用
は
「
平
和
の
目
的
」
に
限
る
劇

の
目
的
」
に
限
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

に
限
る
も

」
と
は
、

て
い
る
。

国
会
決
議
の
有
権
解
釈
は
、
あ
く
ま
で
国
会
が
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
決
議
中
の
「
平
和
の
目
的

と
は
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法
第
一
条
の
「
平
和
の
目
的
」
と
同
義
で
あ
り
、
「
非
軍
事
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
し

ぐ，

の
と
さ
れ
、
参
議
院
の
決
議
に
お
い
て
は
、
宇
宙
の
開
発
、
利
用
は
、
「
平
和
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一
原
子
力
基
本
法

（
参
照
条
文
）

○
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
三
二
・
六
・
一
○
法
一
六
六
）

（
目
的
）

第
一
条
》
こ

第
二
条
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、
安
全
の
確
保
を
旨
と
し
て
、
民
主
的
な
運
営
の
下
に
、

自
主
的
に
こ
れ
を
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
成
果
を
公
開
し
、
進
ん
で
国
際
協
力
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

○
原
子
力
基
本
法
（
昭
三
○
・
一
二
・
一
九
法
一
八
六
）

（
基
本
方
針
）

一
二
月
二
五
日
）
に
お
い
て
は
、
「
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
国
会
決
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
国

会
決
議
の
有
権
解
釈
は
国
会
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
近
年
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
拡
散

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
が
、
我
が
国
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
純
粋
に
防
御
的
な
、

か
つ
、
他
に
代
替
手
段
の
な
い
唯
一
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
我
が
国
が
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、
本
件
国
会
決
議
の
趣
旨
及
び
そ
の
よ
っ
て
立
つ
平
和
国
家
と
し
て
の
基
本
理
念
に
も
沿

っ
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
各
位
の
御
理
解
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

の
法
律
は
、
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
核
原
料
物
質
、
核
燃

鰺
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第
二
十
三
条
原
子
炉
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
原
子
炉
の
区
分
に
応
じ
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
「
実
用
発
電
用

発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
（
次
号
か

文
部
科
学
大
臣

第
二
十
四
条
主
務
大
臣
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
申
請
が
次
の
各
号
に

適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
同
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
原
子
炉
が
平
和
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

料
物
質
及
び
原
子
炉
の
利
用
が
平
和
の
目
的
に
限
ら
れ
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
利
用
が
計
画
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
、
及
び
核
燃
料
物
質
を
防
護
し
て
、
公
共
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、
製
錬
、
加

工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に
原
子
炉
の
設
置
及
び
運
転
等
に
関
す
る
必
要
な
規
制
等
を
行
う
ほ
か
、
原
子

力
の
利
用
等
に
関
す
る
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
実
施
す
る
た
め
に
、
国
際
規
制
物
資
の
使
用
等
に
関
す
る
必
要
な
規
制

等
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

四
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
で
あ
っ
て
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
原
子
炉
経
済
産
業
大
臣

五
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
以
外
の
原
子
炉
で
あ
っ
て
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
原
子
炉

二
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
「
第
、

炉
」
と
い
う
。
）
国
土
交
通
大
臣

三
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
「
第
四

（
設
置
の
許
可
）

原
子
炉
」
と
い
う
。
）
経
済
産
業
大
臣

学
大
臣

で

号
又
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

（
前
号
、
次
号
又
は
第
五
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
文
部
科

以
下
「
実
用
舶
用
原
子
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第
一
条
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
は
、
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
に
基
づ
き
、
平
和
の
目
的

に
限
り
、
高
速
増
殖
炉
及
び
こ
れ
に
必
要
な
核
燃
料
物
質
の
開
発
並
び
に
核
燃
料
物
質
の
再
処
理
並
び
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
及
び
処
分
に
関
す
る
技
術
の
開
発
を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
普
及
等
を

行
い
、
も
っ
て
原
子
力
の
開
発
及
び
利
用
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

○
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
法
（
昭
四
二
・
七
・
二
○
法
七
三
）

（
許
可
の
基
準
）

第
五
十
三
条
文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
申
請
が
次
の
各
号
に
適

合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
前
項
の
許
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
核
燃
料
物
質
が
平
和
の
目
的
以
外
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二
～
四
（
略
）

（
使
用
の
許
可
）

第
五
十
二
条
核
燃
料
物
質
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
五
（
略
）

2 2

,-、 I
略四
警

（
設
立
の
目
的
）

/－， 1
略五
画

（
略
）

蕊

鐸
（
二
口
メ
モ
）

平
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（
国
会
答
弁
例
）

○
愛
知
国
務
大
臣
：
．
原
子
力
基
本
法
第
二
条
に
は
、
「
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、

』
云
々
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
原
子
力
の
利
用
が
平
和
の
目
的
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
自
衛
隊
が
殺
傷
力
な
い
し
破
壊
力
と
し
て
原
子
力
を
用
い
る
い
わ
ゆ
る
核
兵
器
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
同

法
の
認
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
が
殺
傷
力
な
い
し
破
壊
力
と
し
て
で
は
な
く
、
自
衛
艦
の
推
進
力
と
し

て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
、
船
舶
の
推
進
力
と
し
て
の
原
子
力
利
用
が
一
般
化
し
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
認
め
ら

て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
、
細

○
愛
知
国
務
大
臣
・
・
・
推
進
力
と
し
て
原
子
力
の
利
用
が
一
般
化
し
た
状
況
と
い
う
も
の
が
現
在
に
お
い
て
は
想
像
の
域

を
出
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
想
像
を
も
と
に
し
て
政
府
の
方
針
を
述
べ
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
に
お
い
て

言
う
限
り
、
原
子
力
基
本
法
第
二
条
の
も
と
で
、
原
子
力
を
自
衛
艦
の
推
進
力
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
毛
頭
考
え
て
お
り
ま

せ
ん
。

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
中
曾
根
委
員
・
・
・
具
体
的
に
、
原
子
力
研
究
所
が
原
子
力
を
直
接
爆
弾
や
そ
の
他
に
兵
器
と
し
て
使
う
こ
と
は
絶
対
に

禁
止
す
る
、
ま
た
、
そ
れ
か
ら
出
て
く
る
成
果
と
い
う
も
の
を
日
本
の
自
衛
隊
が
直
接
的
に
利
用
す
る
、
こ
の
こ
と
も
私
は
禁

止
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
、
原
子
力
研
究
所
と
い
う
も
の
と
自
衛
隊
と
い
う
も
の
は
、
明
確
に
み
ぞ
を
置
い
て
接
着

て

一

衆
・
科
学
特
別
委
昭
三
○
・
一
二
・
一
三

中
曾
根
委
員
答
弁

一
餓
鰹
糊
誤
蝦
自
四
詮

息
（
二
口
メ
モ
）

己 夕

平
和
の
目
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○
衆
議
院
議
員
（
中
曾
根
康
弘
君
）
原
子
力
の
軍
事
的
利
用
と
い
う
の
は
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
で
は
、
原
子
燃
料
を
使
っ
て
こ

れ
を
人
を
殺
傷
す
る
た
め
に
使
う
、
そ
う
い
う
兵
器
、
武
器
で
あ
る
。
こ
う
い
う
概
念
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
た
と
え

ば
原
子
力
研
究
所
に
お
き
ま
し
て
原
子
炉
を
使
っ
て
、
中
性
子
を
使
っ
て
新
し
い
鋼
鉄
を
発
見
す
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

日
本
の
科
学
や
材
質
の
向
上
、
水
準
を
上
げ
て
、
そ
れ
が
関
連
的
に
機
関
銃
の
材
質
が
よ
く
な
る
こ
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は

こ
れ
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
原
子
燃
料
を
使
っ
て
直
接
人
間
を
殺
傷
す
る
た
め
の
武
器
を

作
ろ
う
と
し
た
り
な
ん
か
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
ア
イ
ソ
ト

ー
プ
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
材
質
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
い
は
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
い
は
患
者
を
な
お
す
と
か
あ
る
い
は
ガ
ン
を
な
お
す
と
か
い
う
研
究
も
、
衛
生
方
面
で
は
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と

思
い
ま
す
。

さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
、
こ
う
い
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
の
原
子
炉
が
ど
ん
ど
ん
普
及
し
て
き
ま
し
て
、
そ
れ
が
材

料
試
験
を
い
ろ
い
ろ
や
り
、
そ
れ
で
非
常
に
い
い
鋼
鉄
が
生
ま
れ
て
き
た
、
そ
う
い
う
副
産
的
な
科
学
技
術
上
の
発
明
、
発
見

と
い
う
も
の
を
、
日
本
が
小
銃
に
使
う
と
か
何
に
使
う
こ
と
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
核
燃
料
を
使
っ

た
爆
発
物
や
そ
の
他
を
兵
器
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
的
利
用
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
絶
対
的
に
禁
止
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

鯵

｛
輔
・
鰄
工
臓
測
三
帥
・
一
二
’
一
荊
一

一

衆
・
予
算
委
昭
四
二
”
三
・
二
五

三
木
外
務
大
臣
答
弁

鰯
（
二
口
メ
モ
）

空. 三
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○
三
木
国
務
大
臣
科
学
技
術
の
進
歩
と
い
う
も
の
は
、
な
か
な
か
予
測
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
原
爆
の
よ
う
な
も
の
が
、
こ

う
い
う
よ
う
に
開
発
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
石
橋
君
、
前
に
予
想
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
な
か
な
か
こ
れ
は
予
想
さ

れ
な
い
の
で
、
や
は
り
一
国
の
政
治
は
後
世
の
国
民
の
立
場
も
考
え
て
、
大
事
を
と
る
と
い
う
面
が
あ
っ
て
も
い
い
と
私
は
思

う
の
で
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
で
は
、
核
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
軍
事
利
用
と
平
和
利
用
と
区
別
で
き
て
、
そ
う
し
て
平
和
利
用
に

い
ま
す
ぐ
使
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
私
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
。
し
か
し
将
来
、
核
爆
発
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
放
射
能
の

被
害
も
な
い
よ
う
に
な
り
、
何
か
小
型
の
よ
う
な
も
の
で
、
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
掘
さ
く
な
ど
に
使
う
よ
う
な
場
合
、
た
と

え
ば
大
き
な
運
河
な
ど
の
掘
さ
く
な
ど
に
使
わ
れ
る
よ
う
な
場
合
が
な
い
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。
ま
あ
、
い
ま
は
ち
ょ
っ
と

考
え
ら
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
後
世
の
国
民
の
た
め
に
大
事
を
と
っ
て
お
き
た
い
と
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
鯏
鰄
輔
謬
騒
饒
掌
一

○
鍋
島
国
務
大
臣
・
・
・
自
衛
隊
も
、
日
本
に
ご
ざ
い
ま
す
日
本
の
自
衛
隊
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
事
実
上
に
お
い
て
自
衛

隊
が
原
子
力
を
使
う
武
装
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
原
子
力
基
本
法
に
抵
触
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

○
鍋
島
国
務
大
臣
防
衛
庁
に
お
い
て
原
子
力
の
開
発
と
か
あ
る
い
は
生
産
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
し
て
お
る

と
は
私
は
考
え
ま
せ
ん
し
、
そ
う
い
う
こ
と
を
行
な
え
ば
、
こ
れ
は
原
子
力
基
本
法
に
抵
触
す
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
私
が

聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
防
衛
庁
は
い
わ
ば
防
衛
的
立
場
に
立
っ
て
、
い
わ
ば
放
射
能
の
武
器
が
あ
る
場
合
、

い
か
に
し
て
そ
れ
を
防
護
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
！
，
い
わ
ば
そ
れ
を
開
発
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
生
産
す
る
と
か
、
放
射
能

を
出
す
と
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
な
く
し
て
、
あ
っ
た
場
合
こ
れ
を
ど
う
防
謹
す
る
か
と
い
う
点
の
御
研
究
は
な
す
っ
て

お
る
と
い
う
こ
と
は
、
予
算
委
員
会
等
で
防
衛
庁
長
官
の
答
弁
に
よ
っ
て
存
じ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
事
実
上
生
産
す
る
と

か
あ
る
い
は
こ
れ
を
使
用
す
る
と
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
れ
は
平
和
目
的
で
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
原
子
力

で

し
（
二
口
メ
モ
）

平
和
の
目
的
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基
本
法
に
抵
触
を
し
て
そ
う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

一
鰯
に
岻
峨
ｒ
洲
剛
甑
諭
・
俳
拙
一

○
政
府
委
員
（
高
辻
正
巳
君
）
。
：
原
子
力
利
用
が
一
般
化
す
る
、
推
進
力
と
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
が
一
般
化
す
る
と

い
う
場
合
に
は
、
自
衛
艦
だ
け
が
旧
式
の
推
進
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
化
し
た
も
の
に
従

っ
て
や
っ
て
も
、
そ
れ
は
殺
傷
力
、
破
壊
力
に
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
原
子
力
基
本
法
に
違
反
す
る
と
ま
で
い
う
こ

と
は
あ
る
ま
い
と
い
う
よ
う
な
結
論
に
な
っ
て
統
一
見
解
と
し
て
お
話
を
申
し
上
げ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
要
す
る
に
、

こ
れ
は
政
府
の
見
解
と
し
て
は
り
つ
ば
に
で
き
上
が
っ
て
、
す
で
に
皆
さ
ま
に
も
統
一
見
解
と
し
て
お
示
し
し
た
こ
と
で
あ
る

○
国
務
大
臣
（
河
野
洋
平
君
）
我
が
国
の
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
は
、
原
子
力
基
本
法
の
も
と
で
平
和
の
目
的
に

限
り
こ
れ
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
御
指
摘
の
防
衛
庁
が
行
っ
て
い
る
研
究
は
放
射
線
防
護
の
観
点

か
ら
の
も
の
と
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
原
子
力
基
本
法
の
平
和
利
用
の
趣
旨
に
何
ら
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
こ
う
い

う
理
解
で
お
り
ま
す
。

一
臓
乢
鰔
猟
》
ｒ
剛
肺
時
鄙
二
・
降
州
一

○
上
田
耕
一
郎
君
：
・
原
子
力
基
本
法
第
二
条
の
平
和
目
的
、
こ
の
中
に
防
衛
庁
に
よ
る
核
防
謹
研
究
、
こ
れ
は
入
る
ん

こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

で
す
か
。

霧

患
（
二
口
メ
モ
）

平
和
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目
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二
宇
宙
開
蓉

（
参
照
条
文
）

宇
宙
開
発

○
宇
宙
開
発
事
業
団
法
（
昭
四
四
・
六
・
二
三
法
五
○
）

第
一
条
宇
宙
開
発
事
業
団
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
ゞ
人
工
衛
星
及
び
人
工
衛
星
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
、
打
上
げ
及

び
追
跡
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行
な
い
、
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
事
業
団
は
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
な
う
。

一
人
工
衛
星
及
び
人
工
衛
星
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
人
工
衛
星
等
」

と
い
う
。
）
の
開
発
並
び
に
こ
れ
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
の
開
発

二
そ
の
開
発
に
係
る
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
追
跡
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
方
法
、
施
設
及
び
設
備
の
開
発

三
第
一
号
の
開
発
並
び
に
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
追
跡
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
方
法
、
施
設
及
び
設
備
の
開
発
で
、

第
一
号
の
開
発
並
び
に
人

四
前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

五
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
業
務

２
事
業
団
は
、
次
の
業
務
を
行
な
う
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
前
項
第
二
号
の
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ

３
事
業
団
は
、
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
な
お
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

事
業
団
法

二一 （
目
的
）

（
業
務
の
範
囲
）

委
託
に
応
じ
て
行
な
う
も
の

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務

r

と
（
二
口
メ
モ
）

平
和
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目
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（
参
考
資
料
）

○
わ
が
国
に
お
け
る
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
の
基
本
に
関
す
る
決
議
（
昭
四
四
・
五
・
九
衆
議
院
）

わ
が
国
に
お
け
る
地
球
上
の
大
気
圏
の
主
要
部
分
を
超
え
る
宇
宙
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
物
体
及
び
そ
の
打
ち
上
げ
用
ロ
ケ
ッ

ト
の
開
発
及
び
利
用
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、
学
術
の
進
歩
、
国
民
生
活
の
向
上
及
び
人
類
社
会
の
福
祉
を
図
り
、
あ
わ
せ

て
産
業
技
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
進
ん
で
国
際
協
力
に
資
す
る
た
め
、
こ
れ
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

○
宇
宙
開
発
事
業
団
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
（
昭
四
四
・
六
・
一
三
参
議
院
科
学
技
術
振
興
対
策
特
別
委
員
会
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
あ
た
り
、
次
の
事
項
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

一
・
す
み
や
か
に
、
宇
宙
開
発
基
本
法
の
検
討
を
進
め
、
そ
の
立
法
化
を
図
る
こ
と
。

一
．
わ
が
国
に
お
け
る
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
に
か
か
わ
る
諸
活
動
は
、
平
和
の
目
的
に
限
り
、
か
つ
、
自
主
、
民
主
、
公
開
、

４
事
業
団
は
、
第
一
項
の
業
務
を
行
な
う
ほ
か
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
そ
の
設
置
す
る
開

発
の
た
め
の
施
設
及
び
設
備
を
宇
宙
の
開
発
を
行
な
う
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

一
・
人
工
衛
星
及
び
そ
の
打
ち
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
研
究
機
関
と
の
連
携
を
密

に
し
、
学
術
の
進
歩
、
産
業
技
術
の
発
展
、
国
民
生
活
の
向
上
及
び
人
類
社
会
の
福
祉
を
図
る
こ
と
。

な
お
、
本
事
業
団
の
発
足
に
あ
た
っ
て
は
、
優
秀
な
人
材
を
結
集
し
う
る
よ
う
そ
の
処
遇
等
に
つ
い
て
も
十
分
配
慮
す
る

右
決
議
す
る
。

国
際
協
力
の
原
則
の
下
に
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
。

Ｇ
１
◎

１
Ｖ

》
」
．
歩
」
。

鶴
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（
質
問
主
意
書
・
答
弁
書
）

○
質
問
主
意
書

四
Ｓ
Ｄ
Ｉ
計
画
は
、
我
が
国
の
宇
宙
平
和
利
用
を
求
め
た
国
会
決
議
の
精
神
に
抵
触
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

触
し
な
い
と
い
う
理
由
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

○
答
弁
書

四
に
つ
い
て

国
会
決
議
の
有
権
的
解
釈
は
、
も
と
よ
り
国
会
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、

我
が
国
に
お
け
る
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
の
基
本
に
関
す
る
国
会
決
議
に
つ
い
て
は
、
同
決
議
は
、
我
が
国
に
お
け
る
開
発

及
び
利
用
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
他
国
の
開
発
及
び
利
用
に
対
す
る
我
が
国
の
関
与
は
、
我
が
国
自
ら
が
行
う
開

発
及
び
利
用
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
計
画
の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
も
米
国
が

策
定
し
、
推
進
し
て
い
る
計
画
で
あ
っ
て
、
我
が
国
の
参
加
の
態
様
は
、
こ
の
よ
う
な
計
画
の
個
々
の
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
特
定
の
局
面
へ
の
参
加
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
決
議
が
こ
の
よ
う
な
参
加
ま
で
も
対
象
と
し
て
い
る
と
は
考

し
か
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
計
画
は
、
非
核
の
防
衛
的
手
段
に
よ
っ
て
弾
道
弾
を
無
力
化
し
、
究
極
的
に
核
廃
絶
を
目
指
す
も

の
で
あ
り
、
平
和
国
家
と
し
て
の
我
が
国
の
立
場
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
か
か
る
研
究
計
画
へ
の
我
が
国

の
参
加
は
、
日
米
安
保
体
制
、
日
米
信
頼
関
係
の
維
持
・
強
化
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
件
決
議

が
こ
の
よ
う
な
参
加
ま
で
も
禁
じ
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

え
ら
れ
な
い
。

で

（
昭
六
一
・
九
・
三
○
対
近
江
巳
記
夫
・
衆
）

4
（
二
口
メ
モ
）

政
府
は
、
抵平

和
の
目
的

－275－

記



（
国
会
答
弁
例
）

○
寺
田
熊
雄
君
法
制
局
長
官
も
、
い
ま
の
科
技
庁
の
審
議
官
が
あ
な
た
の
御
答
弁
を
踏
ま
え
て
答
弁
し
た
わ
け
で
す
が
、
い

ま
ま
で
の
論
議
を
踏
ま
え
て
、
開
発
事
業
団
法
第
一
条
の
趣
旨
に
の
っ
と
っ
て
、
軍
事
目
的
の
衛
星
は
打
ち
上
げ
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
、
現
行
法
上
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
あ
な
た
の
御
答
弁
を
正
し
く
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
ね
。

○
政
府
委
員
（
角
田
禮
次
郎
君
）
理
屈
を
申
し
上
げ
る
よ
う
で
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
の
御
質
問
は
い
わ

ゆ
る
偵
察
衛
星
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
御
質
問
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
上
げ
る
こ
と
は
宇
宙
開
発
事
業
団
は
で

○
説
明
員
（
辻
栄
一
君
）
そ
の
よ
う
に
存
じ
ま
す
。

一
櫛
繩
蝿
潔
悪
電
議
一

○
森
元
治
郎
君
．
：
そ
れ
か
ら
、
使
用
目
的
は
平
和
目
的
に
限
る
、
こ
れ
が
宇
宙
開
発
の
基
本
だ
と
い
う
こ
と
は
お
互
い

に
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
ね
。
そ
こ
で
、
い
つ
も
同
じ
議
論
、
質
問
応
答
が
あ
る
の
で
す
が
、
平
和
じ
ゃ
な
い
利
用
と
は
何
だ

と
い
う
こ
と
の
定
義
が
、
あ
る
い
は
デ
ィ
フ
ィ
’
一
シ
ョ
ン
と
い
う
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
使
え
ば
非
平
和
的
な
も
の
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
う
と
、
私
は
理
解
が
早
い
と
思
う
の
で
す
が
ね
。

○
国
務
大
臣
（
木
内
四
郎
君
）
こ
の
前
衆
議
院
で
も
お
答
え
し
た
の
で
す
が
、
軍
事
目
的
は
平
和
の
目
的
で
な
い
、
こ
う
い

一
鰄
溌
趨
帥
窯
…
五
遙

○
寺
田
熊
雄
君
．
：
あ
な
た
方
の
解
釈
と
し
て
も
軍
事
的
な
目
的
の
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
は
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法

第
一
条
の
趣
旨
か
ら
言
っ
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
理
解
で
あ
る
と
聞
い
て
よ
ろ
し
い
か
。

う
こ
と
に
私
ど
も
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

悪
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○
加
藤
国
務
大
臣
矢
野
委
員
の
昨
日
の
御
質
問
に
関
し
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
五
月
衆
議
院
に
お
い
て
宇
宙
の
開
発
利
用
に
関
し
国
会
決
議
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
、
我
が
国
に
お
け

る
宇
宙
の
開
発
利
用
は
平
和
の
目
的
に
限
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
「
平
和
の
目
的
に
限
り
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
会
で
非
軍
事
を
意
味
す
る
等
と
の
御
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
御
議
論
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
、
国
会
決
議
の
有
権
解
釈
は
国
会
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
国
会
決

議
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
理
解
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

今
般
、
海
上
自
衛
隊
の
派
米
訓

る
た
め
の
装
置
を
、
昭
和
六
十
生

て
慎
重
に
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

海
上
自
衛
隊
の
派
米
訓

○
寺
田
熊
雄
君
偵
察
衛
星
と
い
う
の
は
私
は
非
軍
事
に
あ
ら
ざ
る
、
つ
ま
り
軍
事
的
な
用
途
だ
か
ら
偵
察
衛
星
と
い
う
こ
と

を
お
話
し
し
た
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
理
解
で
い
い
ん
で
し
ょ
う
、
い
か
が
で
す
。

○
政
府
委
員
（
角
田
禮
次
郎
君
）
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
お
答
え
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
い
ま
の
科
学
技
術
庁
の
方
の
答
弁
も

そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

練
の
際
に
フ
リ
ー
ト
サ
ッ
ト
衛
星
を
経
由
し
た
放
送
に
よ
り
訓
練
に
必
要
な
情
報
を
受
信
す

装
置
を
、
昭
和
六
十
年
度
政
府
予
算
案
に
計
上
す
る
に
当
た
り
、
こ
の
国
会
決
議
の
趣
旨
に
つ
い
て
政
府
内
に
お
い

で

一

衆
・
予
算
委
昭
六
○
・
二
・
六

加
藤
防
衛
庁
長
官
答
弁

▲
（
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し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
の
利
用
が
一
般
化
し
て
い
る
衛
星
及
び
そ
れ
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
衛
星
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自

衛
隊
に
よ
る
利
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

御
議
論
の
あ
り
ま
し
た
フ
リ
ー
ト
サ
ッ
ト
衛
星
は
、
米
軍
用
の
通
信
衛
星
で
は
あ
り
ま
す
が
、
既
に
そ
の
利
用
が
一
般
化
し

て
い
る
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
（
国
際
通
信
衛
星
）
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
（
国
際
海
事
通
信
衛
星
）
、
Ｃ
Ｓ
２
（
さ
く
ら
二
号
）
の

よ
う
な
衛
星
と
同
様
な
通
信
中
継
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
フ
リ
ー
ト
サ
ッ
ト
衛
星
を
自
衛
隊
が
利

用
す
る
こ
と
は
、
国
会
決
議
の
平
和
の
目
的
の
趣
旨
に
反
し
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
制
約
す
る
趣
旨
の
も
の
と
考
え
ま
す
。

国
会
決
議
の
「
平
和
の
目
的
に
限
り
」
と
は
、
自
衛
隊
が
衛
星
を
直
接
、
殺
侮
力
、
破
壊
力
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
認
め

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
利
用
が
一
般
化
し
な
い
段
階
に
お
け
る
自
衛
隊
に
よ
る
衛
星
の
利
用

霊
震
＃
緋
鮮
馥
・
融
鮮
帥
制
覺
笥
第
一

○
塚
本
委
員
：
．
そ
れ
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
の
五
月
十
六
日
、
参
議
院
の
質
疑
で
偵
察
衛
星
と
い
う
の
は
非
軍
事
に
あ

ら
ざ
る
も
の
と
し
て
軍
事
的
用
途
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
と
い
う
野
党
の
質
問
に
、
当
時
の
内
閣
法
制
局
長
官
は
、
そ

の
と
お
り
で
あ
る
と
答
弁
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
政
府
答
弁
で
は
偵
察
衛
星
は
軍
事
的
利
用
で
あ
り
、
平
和
利
用
に
反
す
る

こ
と
に
な
り
、
自
衛
隊
は
偵
察
衛
星
を
持
て
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
・
・
・

○
茂
串
政
府
委
員
・
・
・
た
だ
い
ま
塚
本
委
員
の
御
指
摘
の
と
お
り
、
一
昨
年
の
五
月
十
六
日
の
参
議
院
の
安
保
特
別
委
員

会
で
当
時
の
角
田
前
法
制
局
長
官
が
宇
宙
開
発
事
業
団
が
偵
察
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
答
弁
を
し
て
い

る
こ
と
●
は
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
答
弁
は
、
当
時
偵
察
衛
星
の
利
用
が
ま
だ
一
般
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と

は
言
え
な
い
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
先
ほ
ど
防
衛
庁
長
官

霧

霧
（
二
口
メ
モ
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の
お
読
み
上
げ
に
な
り
ま
し
た
統
一
見
解
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
こ
う
い
う
理
解
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
中
曽
根
内
閣
総
理
大
臣
法
制
局
長
官
が
答
え
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
思
い
出
し
ま
す
の
は
、
原
子
力
基
本
法
を
つ
く
り
ま
し
た
と
き
に
、
我
が
国
の
原
子
力
は
平
和
の
目
的
に
、
そ
う
い

う
ふ
う
に
書
い
て
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
に
社
会
党
の
松
前
重
義
先
生
等
と
も
相
談
を
し
て
、
私
は
提
案
の
責
任
者
で
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
国
会
で
答
弁
を
す
る
、
そ
の
と
き
に
、
も
し
原
子
力
推
進
と
い
う
も
の
が
一
般
化
し
て
、
商
船
や
運
送
船
そ

の
他
で
ど
ん
ど
ん
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
自
衛
隊
の
潜
水
艦
が
原
子
力
推
進
で
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
よ
り
ス
ピ

ー
ド
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
。
追
い
か
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
は
目
的
を
達
す
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
し
た
が
っ
て
、
原
子
力

平
和
利
用
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
も
し
一
般
化
し
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
潜
水
艦
に
原
子
力
推
進
を
使
っ
て
も
こ
れ
は
平
和

。
、
、
９

の
目
的
と
い
う
も
の
に
反
し
な
い
、
そ
う
い
う
こ
と
に
決
め
ま
し
て
、
そ
う
い
う
答
弁
を
私
は
国
会
で
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
↓

ま
す
。
そ
れ
以
来
政
府
は
何
回
か
こ
う
い
う
答
弁
を
し
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
し
た
が
っ
て
今
回
の
衛

星
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
が
一
般
に
使
わ
れ
て
き
た
、
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
も
そ
う
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い

ろ
の
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
衛
星
に
よ
っ
て
、
夜
み
ん
な
テ
レ
ビ
で
｝
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
の
特
派
員
の
話
を
聞
き
、
パ
リ
の
特
派
員

の
話
を
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
自
衛
隊
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
う
一
般
の
利
用
、
通
信
手
段
と
し

て
使
う
の
で
あ
っ
て
、
殺
傷
と
か
破
壊
の
手
段
と
し
て
直
接
的
に
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、
そ
う
い
う
考
え
に
従
っ
て
や
つ

て
使
う
の
で
あ
っ
て
、
殺
瘡

と
こ
ろ
で
、
偵
察
衛
星
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
で
も
同
じ
で
あ
る
、
し
か
し
、
最
近
、

じ
ゃ
そ
れ
が
一
般
化
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
最
近
平
和
利
用
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
ね
。
こ
れ
は
地
質
の
調
査
を
や
っ
て
お
る
、
あ
る
い
は
魚
群
の
探
知
な
ん
か
で
も
衛
星
で
使
わ
れ
始
め
て
い
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
点
で
、
あ
る
程
度
は
民
間
で
も
利
用
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
面
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
般

の
今
の
イ
ン
テ
ル
サ
ッ
ト
程
度
ほ
ど
、
普
通
の
通
信
衛
星
ほ
ど
ま
だ
普
遍
化
は
し
て
い
な
い
、
そ
う
い
う
考
え
に
立
っ
て
法
制

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

で
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○
国
務
大
臣
（
加
藤
紘
一
君
）
宇
宙
の
利
用
と
い
う
も
の
は
、
衛
星
も
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
そ
の
他
い
ろ
ん
な
兵
器
体
系
が

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
全
般
に
つ
き
ま
し
て
私
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
国
会
決
議
の
解
釈
を
い
た
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
そ
の
中
の
衛
星
に
限
っ
て
昨
年
度
は
議
論
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
申
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
衛
星
と
い
う
も
の
を
直
接
殺
傷
力
、
破
壊
力
と
し
て
利
用
す
る
ケ
ー
ス
は
い
ろ
い
ろ
疑
問
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
申
し
て
お

り
ま
し
て
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
と
し
て
は
キ
ラ
ー
衛
星
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
れ
は
ど
う
か
な
と
。
し

か
し
、
例
え
ば
衛
星
を
通
信
に
利
用
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
機
能
が
一
般
社
会
で
も
う
広
く
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
う
い
う
段
階
で
は
自
衛
隊
が
利
用
す
る
こ
と
も
国
会
決
議
の
解
釈
と
し
て
は
許
さ
れ
る
範
囲
な
の
で
は
な
い
か
な
、
こ

う
申
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
衛
星
を
通
じ
て
私
た
ち
の
茶
の
間
の
中
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
と
い
い
ま
す
か
そ
の
場
で
入
っ
て
き
ま
す
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
緊
張
し
た
場
面
も
す
ぐ
に
画
面
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
自
衛
隊
が
使
っ
て
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
私
た
ち
は
考
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
一
般
化
し
て
い
る
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
す
る
と
、
今
委
員
の
御
指
摘
は
、
そ
れ
を
使
っ
て
例
え
ば
通
信
で
私
た
ち
が
謹
衛
艦
に
連
絡
を
し
た
と
か
、
そ
れ
か
ら

陸
上
部
隊
と
の
間
の
連
絡
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
陸
上
部
隊
は
現
実
に
戦
車
も
持
っ
て
お
り
ま
す
し
、
謹
衛
艦
は
小
型
の
ハ
ー

プ
ー
ン
も
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
指
揮
に
従
っ
て
動
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
戦
車
も
ハ
ー
プ
ー
ン
も
破
壊
力
、
殺
傷
力
を

持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
違
反
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
御
指
摘
で
な
か
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
私
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
通
信
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
は
い
い
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
に

局
長
官
は
お
答
え
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

霧

一

参
・
内
閣
委
昭
六
一
・
四
・
二

加
藤
防
衛
庁
長
官
答
弁

露
（
二
口
メ
モ
）
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思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
、
そ
の
機
能
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
。
そ
う
い
う
解
釈
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
情
報
の
中
身

を
論
ず
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
衛
星
そ
の
も
の
が
殺
傷
力
、
破
壊
力
と
し
て
直
接
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
に
着
目
し
て
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。一
柵
儲
購
鯲
剛
帥
昨
瑚
・
際
州
一

○
土
井
た
か
子
君
．
：
し
か
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
は
、
日
本
も
賛
成
し
た
国
連
の
宇
宙
軍
拡
防
止
決
議
に
も
、
も
ち
ろ
ん
日
本
国

憲
法
に
も
、
そ
し
て
国
会
に
お
け
る
宇
宙
の
開
発
及
び
利
用
に
関
す
る
決
議
に
も
明
白
に
違
反
し
ま
す
．
政
府
自
身
が
繰
り
返

し
述
べ
て
こ
ら
れ
た
日
米
安
保
条
約
の
限
定
的
性
格
さ
え
も
超
え
、
さ
ら
に
国
家
秘
密
法
を
誘
う
性
格
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

総
理
は
、
そ
れ
で
も
平
和
国
家
の
立
場
に
合
致
す
る
と
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
改
め
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
参
加
に
関

す
る
閣
議
決
定
を
撤
回
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。
御
見
解
を
承
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
・
・
・

○
内
閣
総
理
大
臣
（
中
曽
根
康
弘
君
）
・
・
・
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
米
国
は
、
軍
備
管
理
、
軍
縮
交
渉
努
力

と
並
行
し
つ
つ
非
核
に
よ
る
高
度
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
、
究
極
的
に
は
核
兵
器
を
廃
絶
し
よ
う
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
に
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
計
画
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
言
い
か
え
れ
ば
、
今
ま
で
の
よ
う
な
攻
撃
的
な
兵
器
体
系
か

ら
防
御
的
な
兵
器
体
系
へ
転
換
し
よ
う
、
そ
れ
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
と
い
う
究
極
的
目
的
を
実
現
し
よ
う
、
そ
し
て
非
核

の
防
御
体
系
を
建
設
し
よ
う
、
こ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
か
ら
私
は
直
接
聞
い

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
、
我
が
国
の
平
和
国
家
と
し
て
の
立
場
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
研
究
計
画
へ
の
我
が
国
の
参
加
は
、
日
米
安
保
体
制
の
効
果
的
運
用
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
我
が
国

の
関
連
技
術
水
準
の
向
上
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
問
題
は
、
国
会
決
議
に
抵
触
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
会

r
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決
議
に
抵
触
し
な
い
と
政
府
は
考
え
ま
し
た
。
決
議
に
つ
き
ま
し
て
は
国
会
が
有
権
的
に
解
釈
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
米
国
政
府
が
主
体
的
に
な
っ
て
行
う
そ
の
よ
う
な
兵
器
研
究
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
部
分
的
に
、

局
部
的
に
我
々
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
国
会
決
議
に
は
反
し
な
い
、
そ
う
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
・
・
・

ま
し
て
、
そ
れ
』

し
て
は
、
自
衛
座

は
、
こ
の
政
府
宮

え
て
お
り
ま
す
。

｛
鯲
除
纈
浄
早
竹
鮴
幹
鮮
騨
降
一
識
｝

○
斉
藤
（
鉄
）
委
員
：
．
今
回
導
入
さ
れ
る
衛
星
、
名
前
は
多
目
的
の
情
報
収
集
衛
星
で
す
が
、
実
質
は
導
入
の
経
緯
か

ら
い
っ
て
も
明
ら
か
に
軍
事
偵
察
衛
星
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
偵
察
衛
星
は
、
宇
宙
の
平
和
利
用
を
規
定
し
た
昭
和
四
十
四
年

五
月
九
日
の
国
会
決
議
に
抵
触
し
な
い
、
こ
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

○
内
閣
総
理
大
臣
（
小
渕
恵
三
君
）
宇
宙
平
和
利
用
の
決
議
に
関
し
ま
し
て
は
昭
和
六
十
年
に
政
府
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り

ま
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
れ
ば
、
そ
の
利
用
が
一
般
化
し
て
い
る
衛
星
及
び
そ
れ
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
衛
星
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
衛
隊
の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
情
報
収
集
衛
星
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
の
政
府
見
解
に
の
っ
と
っ
て
進
め
て
お
り
ま
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
の
国
会
決
議
等
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考

○
国
務
大
臣
（
竹
山
裕
君
）
．
：
た
だ
い
ま
総
理
か
ら
の
答
弁
に
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
昭
和
六
十
年
の
政
府
見
解
に

お
け
る
一
般
化
の
考
え
方
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
今
回
の
情
報
収
集
衛
星
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
間
に
お
け

る
衛
星
の
利
用
の
状
況
及
び
将
来
に
お
け
る
計
画
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
件
衛
星
の
機
能
が
一
般
化
し
て
い
る
場
合
に
限
っ
て
、

防
衛
庁
な
い
し
は
自
衛
隊
が
当
該
衛
星
を
利
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
本
件
衛
星
の
導
入
は
政
府
見

解
の
一
般
化
の
考
え
方
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
国
会
決
議
の
「
平
和
の
目
的
に
限

り
、
」
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

雷
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ま
た
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法
の
「
平
和
の
目
的
に
限
り
、
」
に
つ
い
て
も
、
国
会
決
議
の
「
平
和
の
目
的
に
限
り
、
」
と
同

じ
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
で
宇
宙
開
発
事
業
団
が
今
回
本
件
の
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る

研
究
に
着
手
す
る
こ
と
は
、
宇
宙
開
発
事
業
団
法
の
「
平
和
の
目
的
に
限
り
、
」
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
、
こ
う
考

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
本
件
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
認
識
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
梶
原
敬
義
君
・
・
・
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
と
宇
宙
の
平
和
利
用
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

政
府
は
、
来
年
度
か
ら
ア
メ
リ
カ
と
Ｂ
Ｍ
Ｄ
の
共
同
技
術
研
究
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
予
算
は
後
年
度
負
担
と
い
た

し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
我
が
国
に
は
、
宇
宙
の
利
用
は
平
和
目
的
に
限
る
と
の
国
会
決
議
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
Ｂ
Ｍ

Ｄ
が
宇
宙
の
軍
事
利
用
で
あ
る
こ
と
は
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
政
府
が
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
は
平
和
利
用
限
定
の
国
会
決

議
に
反
し
な
い
と
言
わ
れ
る
理
由
を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
・
・
・

○
内
閣
総
理
大
臣
（
小
渕
恵
三
君
）
：
・
Ｂ
Ｍ
Ｄ
と
国
会
決
議
に
関
す
る
お
尋
ね
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
国
会
決
議
の
有
権
解
釈
は
国
会
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

近
年
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
拡
散
状
況
や
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
が
純
粋
に
防
御
的
か
つ
他
に
代
替
手
段
の
な
い
唯
一
の
手
段
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
ま
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
我
が
国
の
取
り
組
み
は
、
本
件
国
会
決
議
の
趣
旨
及
び
そ
の
よ
っ

て
立
つ
平
和
国
家
と
し
て
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
各
位
の
御
理
解
を
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
・
・
・
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